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３ 要 旨  

 水田は、水質の浄化機能を持つと言われている。そこで、調整水田で掛け流し灌がいを行い、田面を通過
した水の水質について調査し、調整水田の水質浄化機能について検討した。 

 (1) 硝酸態窒素は、調査期間を通して調整水田通過後の水にはほとんど検出されなかった。

(2) 懸濁物質や全窒素は、代かき後雑草が急速に繁茂する６月下旬から７月上旬以降、調整水田通過後
の水で含有量が低下した。

(3) 以上のことから、雑草が繁茂した調整水田に灌がい水を掛け流すことにより灌がい水の水質が改善さ
れることが認められた。また、雑草は、浄化の際のフィルターの役割を果たしているものと考えられ
た。

４ その他の資料等  

 なし 


